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徳 育
個性を尊重して、社会的規範、感動する心、
思いやりや感謝の心など豊かな人間性を
身につける。

公益財団法人 メイト公徳体財団便り

徳育・知育・体育の成長を図るため、スポーツ活動を通じて、世界に通用する豊かな人格の涵養と自ら学び、
個性を伸ばし、心身ともにたくましく、社会の発展に寄与し、誇りを持てる青少年を育成する指導者を養成する。

理 念

自立する青少年
助け合う ・ 学び合う ・ 鍛え合う

知 育 自らの可能性を信じ、知識・技術の練磨に
努め、自分を高める努力を重ねる。

体 育 スポーツを通じて、他者と協調し、
心身の健全な育成につとめ、共に生きる。

１．さわやかな挨拶をします。

２．思いやりと感謝の心を持ちます。

３．率先して、目標に向かって

常に努力します。

４．自らの可能性を信じ、知識・技能の

習得に努めます。

５．スポーツを通じて、心身を鍛錬し

自分自身を確立します。

5つの誓い

理事長

赤岩 達重

理事長ご挨拶

平素からメイト公徳体財団の運営にご協力を頂き、心より御礼申し上げます。

今年は平昌で冬季オリンピックが開催されるなど、スポーツにおいて重要な年になって
います。

東京オリンピックも２年後に迫り、アスリート達は増々情熱を高めていくものと思われま

すが、最近の若い選手の活躍を見て思うことは、ナショナルトレーニングセンターの充実

やJOCエリートアカデミーによるジュニア期からのトップアスリート育成など、競技に取組

む環境が整備され、成果を上げてきた様子が窺われます。何より大きいのは、日本選手

が世界選手権などの大舞台において、以前のように日の丸の重圧から過度に緊張した

状態で試合をするのではなく、実に伸びのびと試合に臨んでいることです。世界の土俵

と国内の土俵の大きなギャップが、かなり取り払われて来た感じがあります。

目指すは世界の頂点であり、金メダルというコメントが若い選手の口からよく聞かれるよ

うになった事でも、それは窺い知る事ができます。

これは世界のトップアスリートの身体能力や技術、特徴、トレーニング方法などの情報が、豊富に入って来ることもその要因

であろうと思いますが、何よりもトップアスリートを育成する国の制度や、優秀なコーチ陣、練習環境の整備、積極的な外国で

の試合参加など、選手を後押しする土壌がつくられてきた事を当財団としても喜ばしく思う次第です。

また、同時期に開催されるパラリンピックに向けた障碍者競技の盛り上がりも見逃す事は出来ません。スポーツをする事が、

その中で様々な壁やハードルを乗り越える事により、生きがい、やりがいになっていく事は、人生を幸福に生きる為の重要な

要素になり得ると確信するものです。

今後ともこの一助となれる事をやりがいとして当財団の活動に取組んでまいります。



 

　

J's Egg スポーツ少年団ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

ｽﾛｰｶﾞﾝ 全力野球 何事にも全力で取り組む

岡山Eガールズ

ｽﾛｰｶﾞﾝ 心をひとつに、明るく、楽しく、元気よく

ﾌｫﾙﾂｧ 桜が丘ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞ

ｽﾛｰｶﾞﾝ あきらめない！強い心でﾁｬﾚﾝｼﾞしよう！

①今年度の活動において伝えたい事や嬉しい出来事
6年生が1名、4年生が3名、真庭選抜ﾁｰﾑに選ばれた。
地域の福祉施設が主催するｲﾍﾞﾝﾄへ参加し交流を行った。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長したこと
集合、解散時の挨拶、返事を自ら率先して行えるように
なった。練習に取組む姿勢も“やらされている”のではなく
自分自身、チームの為に上手くなりたいと変化している。
③今年度の活動で一番苦労していること 週3回の練習を行っているが、指導者の確保に苦労した。
また、子どもたちには自ら考える力をつけるよう努力したが、まだまだ十分ではない。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むために心掛けていること
目の前の結果より、まずは大好きな野球を楽しめるよう、様々な練習メニューを考え、飽きさせないよう
努めた。指導よりも子どもたちのテンションをいかにして上げるかを考え、一緒に楽しんでいる。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えて頂いているか
自分たちが野球を楽しめる環境がいかに幸せか？そのためにどれだけの人が協力しているのか？を
説明し、いつの日か大人になった時に、恩返しをしてほしいと伝えている。
⑥当財団に望むこと、期待すること 子どもたちは地域の、そして世界の宝です。彼らが心の底から今の
生活を楽しみ、明るい未来を描けるよう、これからもご支援をお願いします。本当にお世話になりました。

ｽﾛｰｶﾞﾝ 楽しく・まっすぐ・カッコよく ｽﾛｰｶﾞﾝ

岡山リトルエンゼルス

ｽﾛｰｶﾞﾝ 継続すること

シャイニィ瀬戸内ＶＢＣﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

ｽﾛｰｶﾞﾝ 三位一体で、子供、親、指導者で
共通の考えの中、活動する

ｽﾛｰｶﾞﾝ 考え、感じ、気づき、行動

柵原ジュニアスターズ 和気ベースボールクラブ野球

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

蒜山スポーツ少年団野球部野球

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

礼儀・挨拶・道具の管理の徹底

ｽﾛｰｶﾞﾝ 一瞬を大切に

津山東ジュニアバレーボール教室ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

①今年度の活動において伝えたい事や嬉しい出来事

目標である全国大会での優勝は出来なかったが『ﾁｰﾑの

まとまり、試合中のﾏﾅｰ等、他のﾁｰﾑの模範となる素晴ら

しいﾁｰﾑですね』と開催地の協会役員から褒めて頂いた。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長したこと

ﾁｰﾑの為に自分が出来る事、やるべき事を考え、他の選手と力を合わせ行動できるようになった。
③今年度の活動で一番苦労していること

最上級生が多く、下級生が経験を積む機会が少なかった。また、選手集めに苦労している。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むために心掛けていること
スタッフミーティングを定期的に行い意思統一を図ると共に、監督を中心にそれぞれの役割を
再確認した上で、中学でもソフトボールを続けてくれることを願いながら、指導・声かけをしている。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えて頂いているか

5つの誓いの大切さを感じてもらえるよう、大人が率先して実行するよう心がけている。

⑥当財団に望むこと、期待すること 今後も、講演会と助成金の継続をお願いします。

①今年度の活動において伝えたい事や嬉しい出来事

今年初めて試合に出場出来る人数になった。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長したこと

スポーツに対して、練習の取り組み方、

考え方が一生懸命になった。
③今年度の活動で一番苦労していること

人数がぎりぎりで、ケガや病気に気を付けなければならない。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むために心掛けていること

子供達が練習した結果が成功を出し継続が力になる事で、取り組む姿勢を変えてやっている。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えて頂いているか
スポーツとは、この理念を守りきる事が、勝利への近道だと教えている。

⑥当財団に望むこと、期待すること 貴財団が子供達の事を考え、活動支援されていることに

感謝します。これからも、支援して頂きたいと思います。

ｽﾛｰｶﾞﾝ

真備東剣道スポーツ少年団剣道

ｽﾛｰｶﾞﾝ

みつオールスターズﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

野球

①今年度の活動において伝えたい事や嬉しい出来事

2013年チーム創立以来、初の中国大会出場。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長したこと

自分に自信を持ってﾊﾞｽｹｯﾄが出来るようになった。
③今年度の活動で一番苦労していること

今年5年目でまだまだ始めたばかりなので、資金繰りに苦労している。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むために心掛けていること

個人個人に課題を持たせてやること。
⑤当財団の理念及び５つの誓いをどのように教えて頂いているか

自立をするように、自分で自分の行動に責任を持つように教えている。
⑥当財団に望む事、期待する事

このまま、継続して頂けることを希望しています。

何事も一生懸命①今年度の活動にて伝えたい事や嬉しい出来事
都道府県大会や全国道場剣道大会等に、
岡山県代表として出場する選手を出すことが
できた。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長したこと
稽古を休む子が減り、互いに声を掛け合って、一生懸命に取り組もうとしていること。
③今年度の活動で一番苦労していること
指導者が仕事のある中で平日夜の指導が出来るよう調整すること。また新入団員を増やすこと。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むために心掛けていること
日々の稽古を大切にすること。試合は自分の力を試す場なので、「稽古でできないことは、
試合でもできない」、「稽古は自分自身を裏切らない」と伝えている。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えて頂いているか
剣道の修業に置き換えて伝えている。貴財団の教えは、そのまま剣道の修業に通じます。
⑥当財団に望むこと、期待すること
助成頂きありがとうございました。頑張っている子供達に今後もご支援を宜しくお願いします。

①今年度の活動において伝えたい事や嬉しい出来事
子供も保護者もおとなしいチームではあるが、
1つの目標に向かって子供、保護者共に声を出し
応援できる様になったこと。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長したこと
「一所懸命」になる事を感じ始めたこと。
③今年度の活動で一番苦労していること
学区も学年もバラバラな子供と、保護者の目標を同じ方向に向けること。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むために心掛けていること
一所懸命になる事、そして課題をクリアすることのくり返し。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えて頂いているか
挨拶、礼節は日頃から、練習の中で目標を与え仲間と競争し努力するよう教えている。
⑥当財団に望むこと、期待すること
本当に感謝しています。もっとたくさんの方々へ貴財団の事を知って頂きたいと思っています。

①今年度の活動において伝えたい事や嬉しい出来事

団設立3年目で念願の県大会ﾏﾙｲ杯に出場できた。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長したこと

徐々に挨拶の仕方が良くなっている。声の大きさ、

目線を合わす気持ちのこもった挨拶ができ始めた。
③今年度の活動で一番苦労していること

真剣に練習に取り組むことができず、数人が固まって私語をしていることがたまに見受けられる。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むために心掛けていること

飽きさせない練習のメニューの工夫や、試合ではミスをしても良いので楽しんでやること。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えて頂いているか

野球だけでなく、家族やｸﾗｽの一員、そして一人の人間としての役目を果たそうと声掛けしている。
⑥当財団に望むこと、期待すること

貴財団に助成して頂いた道具等を感謝の気持ちを忘れず大切に使用するよう指導していきます。

①今年度の活動で伝えたい事や嬉しい出来事

岡山県ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ協会から大きな大会に出場

できるように推薦してもらえたこと。

優良ﾁｰﾑだからこその推薦と言っていただいた。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長した事

感謝の言葉が増えた。
③今年度の活動で一番苦労していること

上級生にリーダーシップをとる子が少なかったこと。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むために心掛けていること

とにかくわざと失敗させていました。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えて頂いているか

トップアスリートは5つの誓いを必ず理念に持っていると話している。

⑥当財団に望むこと、期待すること 今の取り組みをずっと続けてほしいです。

①今年度の活動において伝えたい事や嬉しい出来事
本年度より、3つのスポーツ少年団がひとつになり、
他校の生徒との交流が広がり、ソフトボール
だけでなく様々な経験と勉強ができたこと。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長したこと
自分から大きな声で挨拶できるようになってきたこと。
③今年度の活動で一番苦労していること
団員を集めることに苦労している。来年度は人数が足りず、活動が難しくなってしまう。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むために心掛けていること
チーム目標、個人目標を明確にすること。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えて頂いているか
監督、コーチだけでなく、保護者も含め、子供たちの行動を常に見ており、5つの誓いをベースに
気になる点があれば、その場で子供と話をする。
⑥当財団に望むこと、期待すること 指導者間の交流の機会を作って頂くことを期待しています。
また、本助成金の継続もどうぞよろしくお願いします。

①今年度の活動で伝えたい事や嬉しい出来事

小学校の合併に伴い、子供達の生活パターン

が変化した。その変化や練習場所等の変更で

クラブの運営に苦労した。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長した事

子供たちが自ら考え、行動できるようになった。
③今年度の活動で一番苦労していること

和気総合グラウンド、石生小学校がIPUとなり、試合場所の確保に苦労した。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むために心掛けていること

子供達でﾁｰﾑ目標を決め、その目標が達成できるよう指導を行う。今年の目標は「県大会出場！」
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えて頂いているか

団のスローガンとともにミーティング時等に説明している。
⑥当財団に望むこと、期待すること 助成金の支援を今後もお願いします。

①今年度の活動において伝えたい事や嬉しい出来事
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙが大好きな集団になってきた。男子ﾁｰﾑ
が新ﾁｰﾑの県大会で3位の好成績を残せた。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長したこと
感謝の気持ちを持った挨拶ができるようになってきた。
③今年度の活動で一番苦労していること
他ﾁｰﾑとの試合は、学年が違う為に負ける事が多く、選手の気持ちを盛り上げることに苦労した。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むために心掛けていること
選手個人個人に目標と役割を持たせて取り組んでいる。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えて頂いているか
感謝の気持ちを持つことができれば、挨拶、人への接し方、やる気が変わると伝えている。
⑥当財団に望むこと、期待すること
長年、社会貢献を続けて頂き感謝しています。今後も継続支援頂ければ、とても嬉しく思います。

①今年度の活動において伝えたい事や嬉しい出来事
県外の大会(広島県福山市)ローズカップで優勝した事。
②今年度の活動を通じて子供達が一番成長したこと
最後まであきらめない気持ち。
③今年度の活動で一番苦労していること
低学年と高学年のレベルの差が大きすぎたこと。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むために心掛けて頂いていること
常に新しい練習メニューを取り入れ、興味をもたせること。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えているか
練習のポイントポイントで常に話しかけるようにしている。
⑥当財団に望むこと、期待すること
今の活動を、末永く続けて頂きたいと思います。

ｽﾛｰｶﾞﾝ 感謝、絆、不屈

鏡野南スポーツ少年団ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

勝っておごらず、負けてくさらず、
なお一層、努力せよ
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◆応募資格
①岡山県内に所在するスポーツ少年団であること。
②スポーツ少年団に所属するチームであって、その活動が活発であると財団が認めるもの。
※２年連続の助成はしておりません。再度応募される方は、1年以上空けてご応募ください。

◆助成対象
①スポーツの練習、試合を通じて発生する費用を対象とします。
②活動の為に必要な消耗品費、設備費、賃借料、光熱費などですが、飲食費、交際費は対象になりません。
③助成対象期間は募集年度と同じ2018年4月1日から2019年3月31日までとします。

◆助成金額
１団体につき12万円を上限とします。

◆応募方法
所定の応募用紙『活動助成申請書』にご記入の上提出して下さい。なお、応募用紙は公共の教育施設及び
財団ＨＰ(http://www.mate.or.jp/)に用意しております。または、メイト公徳体財団事務局（Tel ： 0869-88-0243  
担当：後谷（うしろだに） までご連絡くだされば、送付させていただきます。

◆応募期間
2018年2月1日から2018年3月31日まで

◆提出先
株式会社メイト内 公益財団法人 メイト公徳体財団事務局 担当：後谷

[ 住所 ： 〒709-0514 岡山県和気郡和気町佐伯526-3 ]
なお、申請書の返却はいたしませんが、審査目的以外の使用は致しませんのでご了承ください。

公益財団法人 メイト公徳体財団 2018年度助成金募集要綱

■ 公益財団法人 メイト公徳体財団

担当 ／ 後谷（うしろだに） ・石原

TEL ／ ０８６９－８８－０２４３ FAX ／ ０８６９－８８－０２４８

住所 ／ 〒７０９－０５１４ 岡山県和気郡和気町佐伯５２６－３

ホームページ ／ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍａｔｅ．ｏｒ．ｊｐ／

メイト公徳体財団への
お問い合わせは

こちらまで
お願いいたします。

弥生スポーツ少年団

ｽﾛｰｶﾞﾝ 和を以て貴しとなす

城東台フレンズﾐﾆﾊﾞｽｹ

ｽﾛｰｶﾞﾝ

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ｻｯｶｰ
ﾐﾆﾊﾞｽｹ

岡山西南女子ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙﾐﾆﾊﾞｽｹ

ｽﾛｰｶﾞﾝ

①今年度の活動で伝えたい事や嬉しい出来事

岡山選手権大会で2位になり、岡山県代表とし

て中国大会へ出場すること。
②今年度の活動を通じ子供が一番成長した事

たくさんのことを経験し、プレーだけでなく精神

面でも強くなっていること。
③今年度の活動で一番苦労していること

6年～1年生まで、まとまって行動が難しい。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むた

めに心掛けていること

関わってくれている人達に感謝の気持ちを忘

れないこと。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどの

ように教えて頂いているか

挨拶、思いやりと感謝は忘れないように声をか

けている。全員で手を取り合い、目標に向かっ

て努力するように伝えている。
⑥当財団に望むこと、期待すること

岡山出身のスポーツ選手が世界へはばたける

ように講演会、大会などを増やしてほしい。

①今年度の活動で伝えたい事や嬉しい出来事

ソフトボールで学区の新人戦で優勝した事。
②今年度の活動を通じ子供が一番成長した事

最後まであきらめない気持ちを持てるように

なった。
③今年度の活動で一番苦労していること

団員の獲得に苦労している。入団したい子供

はいるが、保護者の了解を得られないケース

が多い。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組むた

めに心掛けていること

指導者の一方的な指導ではなく、団員自身で

自分達に何が足りず何が必要かを考えるよう

促している。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどの

ように教えて頂いているか

指導者、保護者や周囲の方々のサポートが

あって初めて活動が出来ている事に対し、

感謝の気持ちを忘れないよう伝えている。
⑥当財団に望むこと、期待すること

今後も助成金活動の継続をお願いします。

①今年度の活動で伝えたい事や嬉しい出来事
助成のおかげで県外遠征などができたこと。
チームの成長が感じられていること。
②今年度の活動を通じ子供が一番成長した事
「勝ちたい」という気持ちがより強くなった。積
極的に練習に取り組み、また努力している。
③今年度の活動で一番苦労していること
団員減少が一番の懸案。現状では次年度以
降の活動に不安がある。
④子供たちが前向きに練習や試合に取り組む
ために心掛けていること
自分達を支えてくれている人がいるから活動
ができているという感謝と喜びの気持ちを常に
持つようにすること。
⑤当財団の理念及び５つの誓いを子供達にど
のように教えて頂いているか
挨拶・感謝・仲間の大切さなどを教えている。
また貴財団がチームの活動を多大なサポート
をしてくれている事を伝えている。
⑥当財団に望むこと、期待すること
徳育・知育・体育の成長を図る貴財団の取組
みは大変素晴らしく、今後も継続してほしい。

バスケットボールを通して心と
身体をきたえ、自分に負けない
心の強さを身につける

１.元気 ２.ヴォイス
３.ガッツ ４.ファイト


